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保険についてのお問合せやご不明な点がございましたら、 

いつでもお気軽にご相談ください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集中豪雨や大地震。住まいの地域で起こりうる災害リスクは？ 

季節や地域を問わず発生
する自然災害 

２０１８年６月下旬から７

月初旬にかけて、西日本を中

心に全国的にも影響をおよぼ

す集中豪雨が発生しました。

この豪雨により、多くの地域

で河川の氾濫や浸水害、土砂

災害が発生し、死者数は２０

０人を超える甚大な災害とな

りました。また、その少し前の

６月１８日には、大阪府北部

を震源として震度６弱の大き

な地震が起きました。地震発

生当日は大阪府を中心とした 

関西地方の多くの交通機関が

運転を見合わせました。地震の

発生時間が朝の通勤時間帯だ

ったこともあり、多くの人たち

に影響が生じました。深刻さを

増す昨今の異常気象や自然災

害。少しでも日常からできる備

え、そして心構えが必要です。 

地震や津波、台風・豪雨・洪

水など、日本にはさまざまな自

然災害のリスクがあります。ま

た、地域によって想定される自

然災害の特徴も多岐にわたり

ます。こうした自然災害への備

えとして、多くの自治体では

「ハザードマップ」を作成し、

地域住民に公表・配布していま

すが、ハザードマップの活用方

法についてはまだまだ認知度

が高いとまではいえません。 

そこで、日本損害保険協会で

は協会ホームページのなかに、

「動画で学ぼう！ ハザード

マップ」というeラーニングコ

ンテンツを設けました。ハザー

ドマップをもとに地域の自然

災害リ 

災害リスクを知り、備えや対

策を行ってもらうためのヒ

ント・アドバイスをまとめた

ものです。第１章から第４章

のビデオクリップ（それぞれ

３～５分程度の音声付動画）

を見て、確認クイズで理解を

深めながら、住まいの地域の

ハザードマップを再確認し、

災害への対策を考えてみる

ことをお勧めします。 

日本損害保険協会では、ハ

ザードマップを手に取り、住

まいの地域の弱点はどこか、

どんな対策をしておけばよ

いか、万が一のときにはどう

避難すればよいか、日頃から

考え、意識しておくことが重

要だと呼びかけています。 

 


